
ま
え
、
が
き

論
語
に
み
え
る
「
君
子

に
つ
い
て

か
代
中
闘
の
摩
川
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
人
間
の
存
在
倒
定
の
治
求
と

い
う
脱
間
を
つ
い
に
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
間
の
存
京
焼
在
と
い
っ
た

の
は
、
人
間
そ
の
も
の
の
衣
り
か
た
の
問
題
を
治
求
す
る
と
い
う
よ
り
、
人
間

関
人
間
、
人
間
封
殺
数
人
間
の
問
の
か
か
わ
り
合
い
、
疑
獄
の
あ
り
よ
う
に
つ

い
て
の
問
題
を
泊
求
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
傾
向
は
と

く
に
術
家
に
お
い
て
悲
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
q

こ
れ
か
ら
検
討
し
よ
う
と
す

る
「
君
子
」
と
い
う
こ
と
ば
こ
そ
、
人
間
の
存
在
規
定
の
迫
求
の
な
か
か
ら
生

れ
て
き
た
こ
と
ば
で
あ
っ
た
と
出
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
ば
は
、
想
定
し
う
る
共

空
白
こ
子
ド
石
仏
/
3
1三
ケ
リ
コ
¥
け
り
こ
7
1

ナ
T
〉
工
こ
か
コ
で

3
っ
こ
。
ご
?
っ
、

且

H
f
i
-
-
t
4
A
f寸
T
F
、
/
S
I
N
H
t
U
ぴ

l
ノ
H
い
:
/
寸
i
i
pいも
F
4
1
1
4
j
J
味
、

3
1
マ
J
〈

J

一
ふ

i

ふ
i
ょに

μ
t
r

「
型
人
」
と
は
ち
が
う
。
「
山
犯
人
」
、
が
、
孔
子
に
と
っ
て
「
得
て
円
ん
ざ
り
き
」

も
の
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
「
社
子
:
)
が
「
見
る
を
え
ば
、
す
な
わ
ち
可
な

り
L

と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
孔
子
以
前
、
す
で
に

「
治
子
」
と
い
う
こ
と
ば
は
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
が
論
誌
に
お

い
て
あ
の
よ
う
に
熱
心
に
「
君
子
」
に
つ
い
て
詰
っ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
に
お

い

て

は

じ

め

て

、

っ

て

き

た

と

い

う

こ

と

で

あ

長;g1

橋

均

り
、
小
論
の
ね
ら
い
も
ま
さ
に
そ
の
貼
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
明
め
た
い
こ
と

に
あ
る
。

一、、

に
つ
い
て
の
先
人
の
理
解

「
君
子
」
と
い
う
こ
と
ば
を
理
解
す
る
た
め
の
は
じ
め
の
手
懸
り
を
朱
子
の

集
注
に
求
め
る
。

君
子
成
徳
之
名
。
注
一

希
子
才
徳
出
衆
之
名
。
き
一

故
一
日
進
乎
高
坊
。
注
一
ニ

浅
間

枠
げ
円
五

( 13 ) 

以

上

の

数

例

は

、

と

い

う

こ

と

と

結

び

つ

け

て

理

解
し
た
も
の
で
あ
る
。
は
、
な
に
よ
り
も
有
認
の
人
で
あ
り
、
し
か
も

有
怒
の
ゆ
/
え
に
衆
に
み
き
ん
で
て
い
る
、
そ
う
で
あ
り
う
る
わ
け
は
、
そ
の
人

が
天
理
に
従
う
か
ら
で
あ
り
、
ガ
を
根
本
に
用
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

た
だ
こ
こ
で
ひ
と
こ
と
誼
一
意
し
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
の
徳
な
る
も
の
が
、
純
粋

に
倫
理
的
な
道
俸
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
穫
と
い
う
こ
と
ば
が
本
来
有
L



て
い
た
と
さ
れ
る
、
力
と
い
う
こ
と
ば
と
椋
援
な
締
法
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ

と
を
、
〈
さ
ハ
〉
徳
位
と
い
う
こ
と
ば
は
示
し
て
い
る
。

片
山
一
人
不
知
一
間
不
協
、
不
広
君
子
乎
(
弟
一
山
)
の
法
。

!
、
虫
、
、
一
L1;
路
寸
前

t
ノ一
A
、
思
す
す
凶
守
子
d
p
I
7
3屯
ヘ

L
'
J
w
l
J

二

一

二

i

型

ノ

ヨ

j
y
/
/
i
i
iノ
J
J
S
f
t
iノ
4
T
q

ニ
ヰ
乍
均
一
下
手

f

封入
H
」

、1
J
ト
十
日
r
J

〆ノ

J
F
b

山
一
一
一
子
日
、
右
子
k
注
、
小
人
下
達
(
涜
問
)
の
法
。

片
山
間
孔
子
円
、
侍
於
社
子
有
一
二
位
(
季
氏
)
の
法
。

注
工
υ一
行
子
務
本
、
本
志
郎
道
生
(
阜
市
〉
の
注
。

山
川
ハ
小
介
十
万
彦
~
ー
か
…
停
に
お
け
る
舗
と
徳
」
中
関
古
代
史
研
究
所
牧
。

さ
ら
に
集
出
に
見
え
る
つ
ぎ
の
閣
は
鮮
で
あ
る
。

成
徳
之
士
、
般
紙
…
不
け
ル
ハ
、
故
用
無
不
服
、
非
特
均
一
才
一
議
市
己
。
校
一
七

沢
子
部
常
時
M
H
者
。
注
入

ric;川
け
け
リ
ノ

L
-
二，
¥
A品
¥
j
p
o
t
h
i
H
U

Z
斗
J

引
J
H
p
t
y
J
J
イ
ノ
ィ
ヅ

d
v
i〉

沼
子
調
布
上
み
/
~
人
也
ο
注
十

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
的
に
長
づ
け
主
れ
た
、
そ
の
結
果
、
必
然
的
に
導
き

だ
さ
れ
る
安
で
あ
る
。
徳
を
小
付
す
る
が
ゆ
え
に
、
「
日
以
刷
版
」
と
「
周
用
い
と
を

備
え
て
お
り
、
「
氏
以
引
い
で
あ
り
、
「
白
土
大
半
〈
」
で
あ
り
え
た
。

以
上
な
考
憾
に
い
れ
た
上
で
、
社
子
と
い
う
こ
と
ば
を
、
先
子
が
人
間
の
道

徳
的
判
俄
な
示
す
も
の
と
瑚
解
し
て
い
た
と
み
る
。

い

い

い

ノ

」

亡

1

寸
，
、
干
i

/

a

A

、

H
V汁
「
凸
ど
っ
ヅ
ん
止
ノ
、
ノ
ト
い
じ
。

、
i
」
L

P

イ
J

i

j

4

へ一J
1
ぺ
H
χ
H
f
f
L
v
h
b
¥

ぴ
J
仁

住
人
儀
汁
人
J
は
け
、
行

rγ
ー
ペ
五
於
指
也
、
十
九
ハ
米
持
不
得
け
ん
也
(
入
信
)

、f
s

a

ヘノ

:!〈

バ
V

、、/;

ト
ト
ぃ

I

U

P

い
-
1
1

、

、J
{
イ

ノ

今

ぺ

?
l

、J

ー一-一にり

u
c
l
 

二寸台いれ了、、、旬、ぇ，氏一〈、

A
川

1
M
-
か
H
創
的
M
M
パ

野
人
税
。
後
進
於
殿
町
獄
、
川
利
子
也
ハ
先
誕
〉

洋

一

ナ

ハ

泰

一

伯

〉

の

詑

c

つ
ぎ
に
、
白
虎
一
通
に
見
え
る
援
額
一
の
理
解
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
そ
の

「
競
篇
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

或
稽
君
子
者
何
。
道
諒
之
鶏
也
。
君
之
信
用
一
一
一
一
口
群
也
G

子
者
、
丈
夫
之
通
稀

也。

か
れ
も
ま
た
、
君
子
と
い
う
こ
と
ば
を
道
議
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
け
、
道

俗
的
に
高
く
位
置
づ
け
さ
れ
る
人
に
つ
け
ら
れ
る
名
で
あ
る
と
す
る
。
君
は
、

一
背
'
義
と
も
に
群
に
通
ず
る
剥
誌
を
も
っ
。
詮
十
一
一
で
は
群
と
は
な
に
か
。
向

じ
く
白
虎
一
通
の
「
一
一
一
鱗
六
紀
第
一
に
、

君
医
者
何
謂
也
。
君
群
也
。
群
下
之
所
蹄
心
也
。

と
あ
る
。
こ
の
設
現
は
、
群
下
の
衆
、
が
、
信
頼
し
っ
き
従
う
人
と
し
て
、
君

を
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
多
く
の
人
に
信
頼
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
「
君
」

に
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
資
格
を
か
ち
え
た
人
が
、
君
子
な

の
で
あ
ー
る
。
注
十
二

注
十
一
凡
一
千
乙
一
一
一
一
向
者
、
皆
議
共
一
音
義
以
潟
一
部
制
。
段
玉
裁
説
文
解
字
設
。

校
十
一
一
藤
泣
境
保
氏
は
、
ウ
八
尚
一
虎
遁
V
「
殺
と
は
群
な
り
。
群
下
の
蹄
伎

す
る
所
な
り
」
と
は
、
後
伎
の
解
説
に
す
ぎ
ず
、
設
の
本
義
を
説
き
え
て
一

は
い
な
い
よ
内
誌
も
本
来
は
お
〈
人
な
調
和
し
、
紳
々
の
托
笠
を
人
に
停
え

る
聖
な
る
担
で
あ
っ
た
に
中
〈
漢
字
詰
源
字
典
、
七
二

O
頁
。
〔
殺
〕
〉
と
の

べ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
わ
た
し
が
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
こ
と
は
、
「
者

は
群
な
り
」
と
す
る
考
え
方
、
す
じ
滋
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
徳
的
側
部

に
注
視
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
必
然
的
に
者
で
あ
り
う
る
と
い
う
、
議
怒
と

地
位
と
の
窓
繰
的
諮
問
問
性
で
あ
る
。

( 14 ) 

以
上
、
先
子
、
山
川
虎
ソ
巡
の
若
子
に
つ
い
て

一C
1
宇
和

J
4
d
l
v
 



い
ず
れ
も
、
滋
終
的
側
出
に
印
刷
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ

解
と
税
制
な
か
た
り
共
に
す
る
立
場
、
が
あ
る
。

比
例
同
た
ち
、
た
と
え
ば
段
構
は
虫
仁
縞
の
吋
予
防
、
君
子
協
徳
、
小
人
懐
土
、

社
子
憾
刷
、
小
人
…
間
出
い
に
つ
ダ
の
よ
う
な
注
を
し
て
い
る
。

此

-m之
義
、
J

什
来
欠
之
り
汀
子
前
夜
位
者
、
小
人
調
民
也

f
:・
:
利
子
懐

俗
、
小
人
…
出
土
名
、
パ
行

f
N於
徳
、
別
小
人
々
仔
邸
其
郷
土
、
:
:
:
君
子

一
関
川
、
小
人
…
関
心
川
和
、
パ
円
子
何
於
刑
、
別
小
人
節
治
他
関
慈
忠
之
討
。

ハ
昨
w
約
千
議
・
論
部
〉

こ
こ
で
注
け
し
た
い
の
は
、
社
子
に
つ
い
て
「
夜
位
者
い
と
い
い
、
小
人
で

あ
る
「

N
L
と
ひ
さ
く
ら
べ
て
説
明
L
て
い
る
熱
で
あ
一
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

側
一
所
の
米
子
の
出
合
日
比
ゐ
と
、

お
子
小
人
趣
向
一
小
川
、
公
一
払
之
川
市
日
。

と
い
う
だ
け
で
、
と
く
に
お
子
、
小
人
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
「
公
私

之
山
」
に
「
胞
内
小
川
」
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、
公
私
二
万
に
分
れ
る
道

徳
的
側
面
に
日
説
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
、
在
住
者
と
氏
と
に
引
き

あ
て
る
命
織
の
理
解
と
は
一
定
の
遊
具
が
誌
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

武
川
聞
は
ま
た

LTn持
川
一
日
泊
予
小
人
、
大
部
以
位
前
年
一
日
、
・
:
:
後
儒
事
以
入
品
百
京
子
小
入
、

非
古
義
む
む
(
昨
終
日
小
議
・
論
結
)

と
い
い
、
劉
貸
出
仰
は
、

案
郷
土
大
夫
、
君
子
也
Q

L

庶
民
、
小
人
批
。
六
段
以
礎
義
分
、
故
君
子
小

人
以
究
段
手
口
。
(
虫
仁
格
子
日
、
羽
子
鴎
於
義
、
小
人
戦
於
利
の
正
義
〉

と
い
う
。
こ
れ
は
、
在
位
者

lm大
夫
宇
佐
君
子
に
引
き
あ
て
、
民
1
府
川
氏

を
小
人
と
み
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
駒
大
夫
土
と
氏
の
、
支
配
者
と
一
被
支
配
者

と
い
う
附
絞
的
に
似
列
立
す
る
閥
係
を
、
君
子
と
小
人
と
の
獄
係
で
あ
る
と
理
解

そ
の
川
崎

す

る

。

な

か

と

い

っ

て

い

る

の

は

明

ら

か

に

班

間

な

ど

の

理

解

を

指

し

て

い

っ

た

の

に

相

逮

あ
る
ま
い
。
こ
の
見
方
は
、
君
子
と
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
蛍
時
の
支
配
階
級
一
を

形
ち
づ
く
る
卿
大
犬
、
士
山
《
指
す
の
で
あ
り
、
君
子
、
小
人
の
賞
と
践
と
は
膿

殺
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
人
に
輿
え
ら
れ
る
道
徳
的
許
僚
が
、

必
然
的
に
そ
の
人
の
地
位
を
も
決
定
づ
け
る
と
は
、
向
虎
通
も
朱
子
も
と
も
に

認
め
る
の
で
あ
る
が
、
治
舗
の
期
解
は
そ
れ
と
は
逆
に
、
ま
ず
地
位
身
分
の
義
、

資
践
の
議
と
し
て
考
え
る
の
で
あ
る
。
君
子
と
は
、
道
徳
と
い
う
そ
の
人
に
間

有
さ
れ
る
内
在
的
問
質
問
か
、
あ
る
い
は
、
地
位
身
分
と
い
う
外
在
的
要
閣
の
ど

ち
ら
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
義
兵
で
あ
る
。

こ
れ
に
泣
い
理
解
は
、
ま
た
荻
生
相
株
も
く
り
返
し
の
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

君

子

、

巻

戊

)

( 15 ) 

意
時
郷
大
夫
震

務
也
(
論
語
被
告
キ
〉

こ
れ
は
い
ず
れ
も
、
卿
大
夫
、

で
あ
る
が
、
つ
ぎ
の

っ
て
君
子
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の

包
大
夫
以
上
。
雄
在
下
ョ
其
篠
足
以
長
氏
、
亦
誇
之

君
子
片
山
。
〈
論
語
徴
笠
間
げ
〉

と
は
、
道
徳
一
説
と
の
折
衷
を
も
は
か
っ
た
の
か
と
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

君
子
と
は
民
を
治
め
る
衰
の
稀
で
あ
り
、
大
夫
以
上
を
含
む
と
い
い
な
が
ら
、

同
時
に
氏
を
養
う
に
足
る
怒
を
も
つ
も
の
は
、
下
位
に
あ
っ
て
も
君
子
な
の
で

↓
め
る
。
注
十
一
一
一

法
十
一
一
一
担
後
が
君
子
を
士
大
夫
に
限
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
東
捺
一

堂
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
科
を
加
え
て
い
る
。

按
君
子
之
様
、
有
二
審
む
英
一
務
大
夫
以
上
治
氏
之
人
、
其
一
橋
成
篠
之



合
、
一
点
叫
穆
者
所
知
也
。
然
如
米
審
其
中
小
者
、
今

rw附
卑
見
。
古
人
氏
、
己

之
子
授
、
別
使
代
執
政
、
か
一
博
佐
佐
録
公
平
茶
等
参
政
者
、
故
在
上
之
人

mrn
位
、
乃
比
例
君
之
倍
。
仰
娩
廿
火
山
バ
出
不
在
住
者
、
亦
混
成
律
、
以
稽
君

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

子
、
た
所
以
君
子
之
稀
同
記
山
刊
一
心
茂
郡
縞
柄
大
犬
以
上
之
入
、
未
一
悉
也
。

つ
ま
り
、
大
中
火
以
k
で
、
口
氏
な
治
め
る
君
子
と
、
成
徳
の
君
子
が
あ
る
こ

と
、
成
仏
仰
の
活
工
J

一
と
は
間
以
有
で
あ
り
な
が
ら
、
位
に
つ
い
て
は
い
な
い
も

の
の
こ
と
で
、
君
子
と
い
う
名
裕
人
日
開
そ
う
い
う
人
を
指
す
た
め
生
じ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

と
す
る
説
は
、
川
市
保
に
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

郷
去
が
ソ
て
の
出
併
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

羽
子
、
斥
布
佐
沼
(
作
小
路
節
市
山
「
智
子
如
…
丸
、
惑
怒
是
迫
」
婆
)

羽
子
、
制
州
大
中
心
〈
士
也
。
ハ
時
記
五
一
説
「
対
一
ナ
狐
討
諜
い
注
〉

ま
允
れ

f
と
近
い
と
川
心
わ
れ
る
こ
と
ば
に
「
大
人
い
が
あ
る
。

大
人
、
間
一
大
子
諮
段
、
お
政
教
者
。
(
品
副
部
注
「
五
駒
山
門
内
容
入
所
政
い
〉

と
あ
り
、
的
岐
勺
ド
胤
子
花
に
、

大
人
出
汀
心
ハ
離
泣
ド
主
人
入
者
、
不
ル
〈
其
赤
子
之
心
ヒ

大
人
制
咋
公
名
。
ハ
志
心
下
「
説
大
人
、
別
貌
之
、
勿
税
其
規
出
偶
然
い
)

な
ど
と
あ
る
ミ
と
も
、
政
ケ
J

考
に
な
る
だ
ろ
う
。

汁
子
と
卿
大
心
〈
土

前
仰
に
す
で
に
は
允
よ
う
に
、
沢
子
の
川
…
解
に
は
こ
つ
の
大
き
な
設
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
り
一
は
班
問
、
朱
子
の
珂
解
で
、
道
徳
的
意
義
づ
け
か
ら
と

ら
え
る
も
の
、
)
は
飾
文
、
比
例
焔
た
ち
の
、
君
子
と
は
御
大
犬
士
で
あ
る
と
し
、

地
杭
身
分
か
ら
と
ら
え
る
も
の
で
あ
っ
九
九
日
制
彼
の
設
は
こ
れ
に
近
く
、
一
堂

は
南
設
の
折
衷
を
は
か
つ
て
賢
者
で
あ
り
な
が
ら
誌
に
な
い
も
の
も
含
む
a

こ
こ
で
、
摺
大
夫
土
と
す
る
設
を
も
う
少
し
進
め
て
み
よ
う
。

み
関
越
は
先
進
議
の
遼
於
穫
祭
、
野
人
也
。
後
進
於
建
築
、

い
て
つ
y
ざ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

野
入
者
郊
野
之
人
、

T
}

、

入
。
昭
一

在
都
邑
之
士
、
是
其
議
也
:
:
:
可
知
君
子
郡
部
人
也
。

一
諸
国
、
城
中
入
、
鏡
下
人
ヰ
。

か
れ
の
理
解
で
は
、
君
子
と
法
一
殻
的
な
美
稀
で
は
な
く
て
、
「
都
邑
之
人
一
ー
一

つ
ま
り
「
城
中
人
，
ま
ち
の
人
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
裂
す
る
「
野
人
」
と
は
「
郷

下
人
・
い
な
か
の
人
」
で
あ
る
と
い
う
。
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な

い
が
、
「
ま
ち
の
人
ー
一
「
い
な
か
の
人
」
と
は
、
中
間
古
代
に
お
け
る
「
閥
、

都
」
に
涼
む
人
と
「
野
ー
一
に
住
む
人
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
間
川
代
に
お
い
て
は
、
封
域
一
の
中
は
「
関
」
と
か
「
都
」
と
か
よ
、
ば
れ
、

都
市
を
形
づ
く
り
、
そ
こ
を
と
り
ま
く
農
村
が
「
野
い
と
か
「
山
総
い
と
か
よ

ば
れ
て
い
た
。
注
一
し
か
も
そ
こ
す
る
人
に
は
、
身
分
的
に
明
確
な
阪

別
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
裕
ヴ
い
う
よ
う
に
、

人

有

ハ

主

念

孫

問

、

有

山

外

是

民

也

。

ま
た
ザ
伝
子
の
梁
惑
主
上
に
、
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耕
者
皆
欲
ミ
耕
於
一
千
一
之
野
。

と
あ
る
よ
う
に
、
で
ま
ち
に
性
む
い
の
は
駒
大
夫
つ
ま
り
君
子
な
の
で
あ
り
B

「
い
な
か
に
住
む
」
の
は
民
つ
ま
り
野
人
と
か
小
人
と
よ
J

ば
れ
る
人
で
あ
っ
た
。

設
織
の
い
う
「
域
中
一
人
・
ま
ち
の
人
」
「
郷
下
人
・
い
な
か
の
人
い
と
い
う
の

は
、
つ
ま
り
こ
う
し
た
輯
探
を
ふ
ま
え
て
い
う
の
で
あ
る
。

設
一
段
外
感
，
中
関
古
代
一
枇
脅
史
論
第
六
章
一
「
席
代
都
市
観
家
及
其
草
川
柳
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で
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、
前
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も
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、
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配
す
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も
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配
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れ
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1
L
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H

V

か
仏
門
川
川
の
「
行
子
務
治
、
小
人
務
力
い
、
左
博
成
公
十
三
年
の
「
君
子
産

税
、
小
人
お
力
い
な
ど
い
わ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
状
況
に
お
け
る
別
者
の

関
係
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
に
初
述
な
か
ろ
う
。
一
尚
子
の
あ
の
「
静
心
者
i

一、

「
努
力
指
ん
の
「
傍
心
者
い
が
つ
ま
り
お
子
な
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
活
子
と
は
「
関
・
部
い
に
居
住
す
る
、
支
配
階
級
を

構
成
す
る
「
附
大
夫
」
な
指
す
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
一
、
君
子
と
小
人

初
子
の
下
一
制
篇
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
紋
逃
が
あ
る
。け

り
主
れ
い
ア

-
Uお

¥
O

午
主
下
沢
¥
ア

7

一

nuハ
作
附
引
j
d
/

九
ぴ
つ
/
治
則
4
A
れ
つ
/
」
ノ
人
一
J
J

H
り
1
dド
ノ
一
日

H
1
3
ご
主
主
¥
O

日
広
」
フ
九
市
抑
制
引
ゴ
斗
ノ
オ
ノ

孫
也
、
結
文
間
午
、
平
井
ノ
打
、

わ
た
く
し
が
こ
の
絞
述
に
説
付
す
る
の
は
、

あ
る
穴
族
で
も
、
総
義
を
治
め
な
い
な
ら
ば
、
府
民
に
な
り
、

県
民
で
あ
れ
、
開
平
間
を
積
み
身
を
正
し
、
総
義
を
治
め
る
な
戸

と
の
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
「
職
、
義
」
が
霊
殿
一
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
一
一
、
こ
う
し
た
状
況
は
初
予
に
と
っ
て
王
公

士
大
夫
と
誌
と
の
隙
係
の
あ
る
べ
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
か
ぎ
り

一
方
、
た
と
え

で

は

、

こ

こ

い

る

と

そ

の

ま

ま

受

け

と

る

わ

け

に

は
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
積
子
が
御
大
夫
士
、
一
つ
ま
り
君
子
の

い
こ
と
で
あ
る
。
初
予

て
い
な
い
か
ら
生
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る

小
人
を
分
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た

る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
の
ち
の
脅
壊
に
よ
っ
て
も
た

全
に
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
県
入
を
も

合
め
て
、
だ
れ
で
も
君
子
に
な
り
う
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
初
子
の
こ
の
指
摘
は
翠
，
裂
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
常
時
の
世
相
と
決

し
て
殻
関
係
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。
}
、

在
侍
の
、
と
く
に
袈
公
の

な
い
が
、
こ
こ
に

党
之
治
也
、
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は
位
の
秩
序
の
乱
れ
を
一
部
す
記
事
が
少
な
く

。
λ
/
 

小
人
長
力
以
事
其
上
、
是
以
上
干
有

山
間
不
争
也
、
謂
之
議
徳
。
及
英
範
也
、
君
子
縞
其
功

以
加
小
人
、
小
人
伐
其
技
以
鴻
君
子
、
是
一
以
上
下
無
護
、
由

こ

れ

は

、

・

役

割

り

が

は

っ

て

い

た

君

子
と
小
人
で
あ
っ
た
が
、
君
子
が
自
ら
の
功
を
ほ
こ
り
小
人
を
箆
迫
し
、
一
方

小
人
は
そ
の
能
に
た
の
ん
で
君
子
の
地
位
を
危
う
く
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
結
栄
、
上
下
の
悶
に
穫
が
な
く
な
り
秩
序
が
乱
れ
て
き
た
と
い

う
の
で
あ
る
3

こ
こ
で
い
わ
れ
る
希
子
と
小
人
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ

正
身
行
、
能
躍
脚
於
麓
義
、
別
訴
之
制
御
相
士
大
夫
」



と
の
べ
る
こ
と
と
、
「
小
人
伐
其
技
以
鴻
君
子
」
と
の
べ
る
こ
と
と
は
、

笠
拡
に
お
い
て
は
か
な
り
泣
い
も
の
を
指
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
そ
の
授
を
考
え
る
場
合
考
慮
を
は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
方

に
羽
子
と
し
て
の
修
簡
の
子
、
が
加
わ
り
、
そ
れ
を
是
認
す
る
と
い
う
方
向
を
と

っ
て
い
た
と
レ
う
引
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
お
子
と
小
人
と
の
針
立
抗
争

は
、
そ
の
ま
ま
孔
子
の
川
以
前
に
紋
舎
の
究
拭
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。二
三
で
い
よ
い
よ
論
訴
に
兆
円
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
進
篇
の
第
二
本
は
、

子
日
、
先
進
於
料
、
紫
、
野
人
也
。
後
進
於
般
梨
、
君
子
也
。
如
用
之
、
別

主
従
先
廷
。

で
あ
る
が
、
こ
の
グ
ベ
は
従
来
ν
け
ま
ぶ
ま
な
迎
鮮
が
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
ず
集

ト

Lie-、
つ
万
一
ワ
ト
K
M

コ
こ
j

う
。

J
f
J
y
d
-
J
L
e
t
-
v
l
w
d
 

野
人
間
郊
外
之
氏
、
君
子
諮
賢
大
夫
也
じ
税

子
日
、
先
進
於
総
紫
、
文
訂
作
sko
人
/
反
諮
之
質
朴
、
部
以
潟
野
人
。
後

進
之
純
紫
、
す
ぺ
地
兵
針
。
ん
/
一
以
前
之
彬
彬
、
市
以
偽β
町羽子
O

議
周
米
文
勝
、

/、よ十
JJ1i¥

十
れ

H
H
υ
lノ/
J
正

i
古

υμ

片:止μ
ノ
;iiI
んノ

i
ン?斗
i刈，
1小刀
Yス3、コノt
七しホ七ホ七』

つ
ま
り
、
先
成
、
後
進
な
孔
門
に
お
け
る
前
輩
、
後
輩
と
と
り
、
先
輩
、
が
雄

山
叫
ん
に
お
い
て
は
い
な
か
も
の
i
i
!
文
と
質
と
が
ほ
ど
よ
く
一
釣
合
っ
て
い
る
の
に

岱
時
は
質
朴
と
さ
れ
た
i
lー
で
あ
り
、
後
強
ば
沼
子
i
i
e交
が
質
よ
り
す
ぐ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
、
す
常
時
は
釣
合
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
i
!ー
で
あ
る
と
い

う
り
集
出
じ
よ
れ
ば
、

V

一
の
句
人
ゲ
ソ
常
時
の
人
の
考
え
と
と
り
、
叶
如
山
川
之
い
以

下
J
T
孔
子
の
抗
、
孔
子
は
肢
の
考
え
に
反
し
て
先
議
に
従
う
、
と
い
う
の
で
あ

る
(ま
た
十
川
一
刊
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
り

位
日
、
先
進
後
進
討
仕
先
後
市
υ

時
υ

柴
凶
位
制
ん
位
、

之
中
、
斯
君
子
実
。
先
進
有
古
風
、
類
野
人
也
。

つ
ま
り
、
先
進
、
後
遺
と
は
仕
官
し
た
前
後
に
つ
い
て
い
い
、
先
に
仕
官
し

た
弟
子
は
濃
町
中
川
の
知
識
に
州
就
い
け
る
う
ら
み
が
あ
る
が
、
後
に
仕
官
し
た
弟
子
は

賞
時
の
最
新
の
穫
祭
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
9

だ
が
官
吏
と
し
て
起
用
す
る
場

合
は
、
静
一
柴
の
知
識
に
歓
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
古
風
に
近
い
先
進
を
と
る
だ

ろ
う
、
と
解
稗
す
る
。

こ
こ
で
注
話
さ
れ
る
の
が
、
正
義
に
の
べ
ら
れ
る
劉
饗
楠
の
理
解
で
あ
る
。

そ
れ
は
鄭
注
の
「
先
進
後
進
、
謂
事
也
。
」
に
も
と
マ
つ
い
て
「
先
進
、
後
進
と

は
孔
聞
け
で
の
察
関
の
進
め
か
た
を
い
う
。
野
人
と
は
、
ま
だ
母
紘
一
を
も
た
な
い

氏
の
こ
と
で
、
俊
還
な
ら
ば
貴
践
を
関
わ
ず
穂
繁
一
を
翠
ば
せ
る
。
そ
の
あ
と
で

官
に
つ
く
の
で
あ
る
。
一
方
、
郷
大
夫
出
身
者
は
、
す
で
に
代
々
の
爵
捺
を
も

っ
て
い
る
か
ら
、
仕
官
す
る
た
め
に
議
柴
を
謬
ぶ
必
要
は
な
い
。
か
れ
ら
は
仕

官
し
、
や
が
て
そ
の
中
の
賢
殺
が
鐙
笑
を
翠
ぽ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
、
思
俊
一
遜

於
磁
繁
之
君
子
也
b

で
あ
る
」
役
一
と
い
う
。
つ
ま
り
、
先
進
、
後
進
と
は
、

弟
子
迭
の
な
か
の
先
輩
、
後
輩
で
も
な
け
れ
ば
、
仕
官
の
先
後
を
い
う
の
で
も

な
く
、
仕
官
す
る
人
の
出
身
階
級
と
膿
柴
を
摩
ぶ
態
度
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る

と
理
解
す
る
。
一

注
一
一
正
諮
問
、
郵
法
公
、
先
進
後
一
誕
謂
率
也
。
野
入
、
粗
略
成
。
:
:
:
愚

謂
此
続
出
向
設
一
弟
子
宮
行
、
先
進
一
後
退
、
部
指
弟
子
0

・
:
;
剣
先
進
後
進
、

地
問
調
弟
子
受
夫
子
所
擁
之
致
、
進
撃
於
一
此
也
Oi--'長
十
川
用
人
之
法
、
皆

令
先
脅
懇
繋
雨
後
出
仕
、
一
千
漆
所
一
試
朗
m
T

…
間
後
入
民
一
者
也
。
其
問
問
之
俊
選
、

不
母
有
山
十
銭
、
投
主
太
子
等
入
率
皆
以
哉
、
所
調
一
夫
子
光
子
観
土
省
也
。

先
手
以
先
進
於
磯
繁
鴛
野
入
、
野
入
者
、
凡
民
来
有
能
紘
一
之
抑
制
一
説
。
一
審
秋

之
時
、
議
欝
占
ノ
~
訣
畿
電
駒
大
矢
野
教
爵
紘
一
、
持
宋
替
蹴
弔
問
、
及
開
問
官
之
後
、

其
賢
者
、
期
患
岱
一
純
一
繁
之
事
。
故
其
時
、
後
一
遊
於
捜
索
掲
君
子
、
敦
子
者
、

( 18 ) 



耐
州
大
小
八
之
梢

t
u

さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
孔
門
に
入
る
と
い
う
こ
と
白
般
、
…
部

の
党
政
の
子
治
か
ら
す
れ
、
ば
、
か
れ
ら
'
け
身
を
と
り
ま
く
体
統
的
一
副
幹
か

ら
の
脱
出
な
一
以
味
し
た
か
も
し
れ
な
い
ω

つ
ま
り
、
こ
の
先
進
、
後
退
と

は
、
孔
一
ナ
宮
中
心
と
ず
る
早
川
削
と
体
統
的
な
閣
の
腕
午
校
と
い
う
こ
と
か
も

し
れ
伝
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
な
A
f
は
一
つ
の
深
川
仙
と
し
て

j

〉1
7
4
ヘし
1
、品川-
A
h
リ
£
-
H
Y
:
J
L
T
八
う
コ
亡
、
九
/
〉
と
ま
か
4

パ

O

ド

/
U
v
i
d
M
H
h
H
J
/
t
メ

J

レ、
J
人

J
d
J
H

マ
L
〉

U

V

J

t

φ

J

ま
J

小品汁リ主
K

〉
A
M

川小
I

小、い十れ刊行
d
孔
!
り
〉
父
f

し、
f
L

、

{
y
t
Lド
ふ
4
U
J
H
j
i

パ
イ

V-1-勺斗
t

u

f

v

先
進
お
士
川
内
有
ハ
他
者
、
山
党
選
偽
蜘
大
犬
、
内
け
野
升
朝
之
人
。
後
進
諮
諸
侠

卿
大
火
、
粁
佐
役
除
、
佐
川
(
い
川
穴
、
以
魚
川
内
上
、
同
諮
問
君
子
。
(
論
部
説

義
六
)

と
い
う
。
こ
れ
も
、
先
に
引
い
た
劉
究
悩
の
理
解
と
近
く
、
期
大
夫
と
な
る
人

々
の
出
身
に
つ
い
て
、
レ
L
Nで
有
他
者
の
先
進
と
、
代
々
受
け
つ
ぐ
爵
誌
を
も

て
い
る
生
れ
な
が
ら
の
丘
族
で
あ
る
後
進
と
が
あ
る
と
い
う
。

以
k
の
説
に
よ
っ
て
先
進
誌
の
v

」
の
文
な
読
む
と
「
礎
楽
に
先
進
す
る
は
野

人
な
り
。
総
出
ょ
に
後
退
す
る
は
社
子
な
り
。
も
し
こ
れ
を
用
い
れ
ば
、
わ
れ
は

先
進
に
従
わ
ん
」
と
な
ろ
う
。

こ
の
「
野
人
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
に
ふ
守
れ
た
よ
う
に
「
野
に
住
む
人
」

の
こ
と
で
あ
る
が
、
孔
子
が
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
「
知
用
之
、
刻
、
品
川
従
先

進
ー
了
と
い
っ
て
い
る
戸
)
と
は
窓
認
で
あ
る
う
。
こ
の
節
の
冒
頭
二
有
子
の
王
制

の
文
を
引
い
て
、
た
と
ふ
ん
山
氏
氏
で
あ
ろ
う
と
も
、
問
問
ナ
出
を
積
み
身
を
一
止
し
、
藤

義
を
治
め
る
な
ら
ば
先
族
に
な
る
、
と
い
う
考
え
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
、
が
、

こ
う
し
た
人
さ
」
そ
、
こ
こ
で
の
「
先
進
於
陵
祭
」
す
る
人
々
の
こ
と
で
は
な

か
ん
う
か
。
つ
ま
り
孔
子
は
、
か
れ
の
限
前
に
く
り
肢
げ
ら
れ
る
世
襲
貴
族
で

a

保
氏
が
税
柴
を
皐
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
御
大
夫
に
な
る
方
途
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
方
策
を
考
え
て
い
た
こ
と
に
な

3

0

 

ヤ
/
一「
野
人
」
と
い
う
こ
と
は
は
、
論
訴
に
お
い
て
は
こ
こ
に
現
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
か
ぎ
り
で
い
う
と
、
「
小
人
い
と
重
な
る
一
意
味
を
も
ち
な
が
ら
、
「
小
人
」

が
階
級
的
範
絡
を
示
す
こ
と
ば
で
あ
る
の
に
封
し
、
こ
の
「
野
人
」
は
、
強
策

を
事
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
御
大
夫
つ
ま
り
「
君
子
」
に
な
り
得
る
可
能
性
を
も
っ

た
人
予
を
指
す
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
務
也
一
績
に
見
え
る
仲
弓
に
答
え
て
、

子
諮
件
付
日
、
物
中
牛
之
子
、
辞
口
北
角
、
撒
欲
勿
用
、
山
川
其
人
討
議
。

と
は
、
仲
弓
の
出
身
の
践
し
さ
を
は
げ
ま
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
孔
門
に
お
け
る
「
先
進
於
鑓
柴
」
す
る
人
の
姿
で
は
な
か
っ
た

ろ
〉
フ
か
。
注
一
一

周
知
の
よ
う
に
、
孔
子
の
弟
子
た
ち
は
、
す
べ
て
が
貴
族
出
身
と
は
か
ぎ
ら

な
い
っ
こ
こ
に
あ
げ
た
仲
弓
に
し
て
も
、
あ
の
子
路
に
し
て
も
、
低
い
身
分
の

出
身
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
「
先
進
於
鰻
楽
」
を
重
視
し
、
一
用
い
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
一
一

注
二
仲
弓
父
賎
一
郎
行
謡
、
故
夫
子
以
此
替
之
、
一
一
一
一
悶
父
之
態
、
不
能
駿
其
子

之
品
川
口
、
部
仲
弓
之
賢
、
自
品
開
見
用
於
世
也
。
(
集
注
)

注
…
…
一
参
考
「
孔
子
製
開
閉
」
宇
都
宮
清
吉
ハ
東
方
皐
報
創
立
ニ
十
五
周
年
記

念
論
文
集
所
牧
〉
こ
う
し
て
任
用
さ
れ
た
人
々
は
、
そ
の
多
く
は
諸
侯
の

も
と
で
新
し
い
官
紫
野
を
務
成
し
た
に
相
違
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
役

諮
り
は
孔
子
だ
げ
が
出
来
し
た
の
で
は
な
く
、
以
後
の
儒
一
家
の
集
関
が
つ
ま

り
は
こ
う
し
た
役
割
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
士
に
つ
い
て
は
、

土

志

於

道

、

雨

恥

悪

衣

悪

食

者

ち

(

箆

仁

)

土
不
可
以
不
弘
毅
。
(
泰
佑
〉
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行
己
宥
恥
、
使
於
四
方
、

九

九

1
、
リ
り

j
i

、
14
け
は
f

汀

TJ
勾
弓
乙
:
ミ
。
一
9
1
1
1
i

、

九

j
z
p
nい
仁
い
や
カ
悼
文
ハ
一
R
1
d
J
/
~

ゴ
子
J

ノ
ヲ
E

A7-Fト
i
入
戸
、

1
1
二
ミ
o

ヘ/。一三
J

ーペ

E
J
1
d
w
計
1
4
3
f一j
p
M
L

な
ど
と
ぷ
さ
れ
て
い
る
む
宇
都
1
r
k
が

三
、
て
、
孔
子
の
印
山
γ

問
問
に
人
的
中
し
て
か
ら
は
、
弟
子
た
ち
は
、
白
ら
を

《
土
ヅ
と
し
て
れ
引
し
、
孔
γ

…
ー
も
ま
た
、
《
土
》
た
る
の
方
法
を
一
碕
々
の
教

訓
に
よ
っ
て
以
し
た
。
《
土
》
は
個
々
の
生
産
技
術
な
と
を
震
/
¥
見
る
べ
き

で
は
な
い
o

A

士
》
は
そ
の
よ
う
な
、
人
間
に
と
っ
て
非
根
本
的
な
、
重
一
桜

生
淀
川
河
働
な
縦
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
《
土
》
に
は
間
有
の
任
務
が
あ
る
o

i
l
l
中
的

ills-
孔
子
は
貨
に
、
《
土
ソ
階
級
人
と
し
て
の
、
自
開
花
的
な
在
り

方
右
説
い
た
紋
初
の
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
よ
(
前
掲
論
文
七
六
一
氏
)
と
の

べ
る
こ
と
も
参
考
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
論
文
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
示

唆
J

化
う
け
て
い
る
。

jJq 

:/~ 
lilllJ 

0) 

日間

ωに
お
レ
て
は
一
、
先
進
錦
の
「
先
進
・
後
進
一
」
な
中
心
に
、
勺
野
人
」
と

「
行
子
し
に
つ
い
て
の
べ
た
。
そ
れ
で
孔
子
の
い
う
ぺ
行
子
i

一
が
や
や
明
ら
か

に
な
っ
た
と
出
う
が
、
こ
こ
で
は

5
ら
に
他
の
而
か
ら
川
沿
子
;
一
保
を
よ
り
明

ら
か
じ
し
た
い
り
と
は
い
え
、
品
川
に
お
い
て
は
「
沼
子
~
に
つ
い
て
あ
ま
り

に
多
く
ぷ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
♂
つ
の
姑
に
焦
問
を
合
せ

る
の
は
州
知
な
の
で
あ
る
が
、
あ
え
て
進
め
て
み
よ
う
。

し
げ
作
ハ
ル
K
J川
f

)

、

c
d
/
i
L
A
i
A
}『

子
f
、
空
持
ん
人
以
ベ
ザ
、
L

二
、
存
立
川
た
り
ケ
ヘ

2
4ラ/
ゾ
ノ
、

b

へ山愛

3
f
u

i

万
-
L
H
M
ペ
/i/
昨

J

〆
ノ
日
月
ど

IJi〆
U
y
k
f
F布
ト
タ
村

MUH刊
ル

ゾ

dfjヲ
寸
内

と
あ
る
じ
行
子
た
る
も
の
、
文
と
一
位
と
が
は
ど
よ
く
釣
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
い

い
、
と
い
う
の
で
あ
一
る
。
よ
れ
ば
、
質
と
は
人
間
が
本
来
的
に
所

有
し
て
い
る
も
の

i
i篠
行
で
あ
り
、
文
と
は
六
惑
の
文
で
あ
り
、
人
間
を
諮

り
た
て
る
も
の
、
質
、
が
一
本
で
女
は
末
で
あ
る
、
と
い
う
。
だ
か
ら
稿
者
は
あ
く

ま
で
釣
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
も
し
矛
属
す
る
場
合
に
は
質
が
文
よ
り

勝
っ
て
い
る
野
の
拭
態
を
良
一
と
す
る
。
一
淳
一
一
一
宋
競
の
こ
の
理
解
を
荻
生
翁
筏
は

強
く
否
定
す
る
む
ど
の
黙
か
と
い
う
と
‘
宋
犠
は
質
を
道
徳
と
し
て
根
本
と
み
、

文
を
穫
祭
と
し
て
末
と
し
て
補
者
に
優
劣
の
差
を
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

約
抜
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
道
徳
に
藁
結
を
置
き
す
ぎ
る
考
え
で

あ
る
。
か
れ
に
と
っ
て
君
子
で
あ
る
た
め
の
篠
件
は
、
ま
ず
「
文
」
つ
ま
り
鑓

祭
と
「
質
」
と
が
釣
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
一

注
一
手
氏
問
、
怒
行
、
本
也
。
女
諮
問
、
末
也
。
第
其
本
末
、
知
一
町
先
後
、

可
以
入
山
岱
ム
ド
大
。
洪
一
民
日
、
来
有
紘
一
力
部
血
中
女
、
別
文
一
減
其
賞
、
有
給
一
力
商

不問問
γ

文
、
刻
質
勝
一
語
野
。
愚
一
謂
力
行
部
不
率
女
、
郎
無
以
考
郡
一
一
賢
一
之
成
法
、

議
事
務
之
賞
然
、
部
所
行
或
一
出
於
泊
料
…
意
。

( 20 ) 

以
文
。
荷
無
文
、
内
足
以
矯
君
子
乎
。

後
世
選
挙
先
生
、
多
斑
老
成
之
説
、
析
結
和
国
二
之
。
途
謂
笠
木
也
、
文

京
容
。
道
徳
木
車
、
一
設
樹
木
京
也
。
殊
不
知
一
議
無
内
外
一
鴨
川
、
無
精
粗
駕
心
者

徳
行
部
磯
山
中
ポ
不
足
、
一
部
此
章
一
野
一
人
龍
、
殊
不
問
乎
。
一
(
論
語
徴
岱
丙
〉

だ

が

と

く

に

「

文

い

っ

た

。

子
で
あ
る
た
め
の
後
件
と
し
て
、
文
一
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
文
と
は
文
と
質
と
が

釣
合
っ
た
紋
態
、
つ
ま
り
文
，

そ
う
し
た
「
女
い



品
小
弟
忠
信
者
、
君
子
野
人
持
不
可
無
、
市
総
掛
川
別
対
子
之
所
郷
、

明
失
。
夫
寸
〈
一
一
白
日
、
枠
制
別
質
汚
之
、
山
設
有
所
制
女
質
遮
均
之
ム

後
山
加
味
乎
計
九
二
川
、
乃
欲
就
隙
架
上
分
文
賀
、
是
十
川
引
引
所
無
、
安
之
謀
者
也
。

と
い
う
。
引
総
は
、
仁
川
鮮
の
こ
の
よ
う
な
考
え
が
…
見
米
焔
な
批
判
す
る
よ
う

に
は
え
な
、
が
ら
、
そ
の
川
ー
は
り
を
お
そ
う
も
の
だ
と
い
い
切
る
。
か
れ
に
よ
る
と
、

伎
は
位
行
で
、
来
的
忠
信
で
あ
り
、
文
は
蹴
楽
で
あ
る
。
そ
し
て
、
孝
弟
忠
信

と
い
う
こ
と
な
ら
、
人
で
あ
る
以
上
、
結
子
、
野
人
を
間
わ
ず
も
た
な
い
も
の

は
い
な
い
。
だ
が
総
決
に
つ
い
て
な
ら
、
羽
子
の
み
が
も
も
う
る
も
の
で
あ
り
、

逆
に
い
、
う
と
、
総
柴
な
も
ち
う
る
か
ら
お
子
と
稲
し
う
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

こ
こ
で
改
め
て
、
前
節
の
「
先
進
於
踏
柴
」
す
る
野
人
に
汁
氏
自
す
る
必
一
安
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
ひ
そ
の
野
人
は
、
住
民
の
出
身
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
楽
を
修

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
卿
大
夫
士
に
な
り
え
る
の
で
あ
り
、
孔
子
の
役
割
り

は
、
そ
う
し
た
人
々
を
結
私
的
に
支
持
し
育
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
一
…

こ
う
し
て
、
女
つ
ま
り
時
緊
と
い
う
儀
澱
的
側
出
と
、
質
つ
ま
り
孝
弟
忠
信

と
い
う
道
徳
的
側
同
と
を
、
か
ね
そ
な
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
文
質
彬
彬
、

然
依
行
子
い
あ
り
え
た
わ
け
で
あ
る
ひ

京
子
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
す
る
の
は
、
少
く
と
も
論
誌
に
あ
っ
て
は
、
期

大
犬
士
で
あ
る
支
配
的
級
な
怠
味
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
が
よ
り
正

し
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
Q

し
か
し
そ
れ
は
、
宋
儲
が
解
し
た
よ
う
に
、
よ
り
道

徳
的
立
場
を
一
軍
一
蹴
す
る
考
え
が
生
れ
る
.mr凶
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
り
孔
子
は
、
常
時
の
社
合
状
況
の
常
然
の
部
結
と
し
て
、
附
州
大
夫
土

に
な
り
う
る
の
は
位
擦
の
も
の
、
ば
か
り
で
は
な
い
、
論
一
誌
の
こ
と
ば
を
借
り
る

な
ら
ば
寸
先
進
於
磁
…
栄
一
ー
す
る
好
人
に
も
そ
の
可
能
性
を
開
い
て
い
た
。
そ
の

場
命
、
期
決
を
問
中
ぶ
こ
と
と
い
う
熊
件
、
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
談
件
が
あ
る
か

ら
こ
そ
野
人
か
ら
卿
大
夫
士
に
な
り
与
え
る
の
で
あ
A

り
、
そ
の
慰
が
、
投
襲
の
締

大
夫
と
野
人
か
ら
郡
大
夫
に
任
用
さ
れ
る
人
々
と
を
阪
別
す
る
黙
と
な
る
。

出
に
お
い
て
く
り
返
し
狩
子
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
る
の
も
、
一
従
来
の
位
協
判
さ
れ

る
君
子
の
ほ
か
に
さ
ら
に
一
諮
撲
を
事
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
野
人
に
も
君
子
と
な

り
う
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
の
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
木
儒
は
た
ま
た
ま
君
子

と
し
て
女
的
側
出
よ
り
質
的
側
泌
を
議
搬
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
織
が
、

孔
子
以
前
の
君
子
と
以
後
の
君
子
を
分
つ
黙
を
見
た
か
ら
、
か
く
も
君
子
に
つ

い
て
道
徳
的
側
一
仰
を
賞
一
蹴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
進
・
後
援
の

論
と
あ
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
「
君
子
」
を
主
張
す
る
こ
と
が
、

孔
子
の
率
闘
が
成
立
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
理
由
に
な
る
だ
ろ
う
。
注
問

汁
比
三
孔
子
日
、
天
下
無
行
、
多
鴻
家
版
、
仕
於
都
、
唯
季
次
未
嘗
仕
。

〈
仲
氾
弟
子
列
侍
)

花
開
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
常
然
の
こ
と
な
が
ら
マ
、
孔
子
集
閣
の
致
事
制
度

に
つ
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
貴
族
に
の
み
関
か
れ
て
い
た
官
翠

に
た
い
し
、
以
上
に
く
り
か
え
し
の
べ
て
き
た
事
柄
を
充
た
す
た
め
、
孔

子
に
よ
っ
て
一
定
の
教
率
制
度
、
が
成
立
し
た
こ
と
は
、
経
一
史
専
の
必
然
的
要

求
で
あ
っ
た
。
…
…
一
年
に
し
て
一
一
殺
に
議
じ
た
し
、
一
一
一
年
祭
ん
で
も
穀
を
の

ぞ
ま
な
い
よ
う
な
ご
く
わ
ず
か
の
人
も
い
た
。

L
か
し
、
孔
子
の
教
壌
は

究
額
約
に
は
官
慌
に
な
る
こ
と
を
自
的
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
つ
ね
に

官
翠
へ
轄
化
ず
る
可
能
性
を
な
か
に
秘
め
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
子
産
一
が

綿
一
授
に
行
っ
て
執
政
の
諮
問
一
台
を
た
ず
ね
、
郷
校
の
駿
止
論
を
し
り
ぞ
け
た

誌
が
あ
り
、
孔
子
は
そ
の
こ
と
を
高
く
評
捜
し
て
い
る
が
(
在
停
褒
公
一
一
一

十
一
年
)
こ
の
認
校
と
孔
子
の
致
事
制
度
が
ど
う
護
按
ず
る
の
か
、
興
味

は
あ
る
、
が
今
片
山
ふ
上
れ
る
mm一
一
意
が
な
い
。
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